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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性の表面シート、液不透過性の裏面シート、及び前記表面シートと前記裏面シー
トとの間に配された液保持性の吸収体を有する縦長状の吸収性物品と、該吸収性物品にお
ける前記裏面シート側を覆うように配置された縦長状の包装シートとを備え、
　前記裏面シートに長手方向に延びる本体粘着部が設けられて前記本体粘着部が前記包装
シートに粘着し、
　前記表面シートを内側にして該吸収性物品の長手方向に所定の折り幅で折り畳み可能に
構成された包装シート付き吸収性物品であって、
　前記包装シートにおける長手方向の一端側には、長手方向における所定幅を有する第１
表示部が設けられ、前記第１表示部には生理に関する情報が表示され、
　前記一端と反対側の端部である他端には、該包装シートに止着可能であると共に該包装
シート付き吸収性物品が折り畳まれた状態を維持させる止着テープが配置され、
　前記他端から所定幅の領域に第２表示部が設けられ、
　該第１表示部の幅は、前記折り幅よりも狭く構成され、
　前記第２表示部はその幅が前記第１表示部の幅よりも広く構成されるとともに、生理用
品とは認識されないような図柄が表示され、
　前記第２表示部は透明性を有しておらず、
　前記包装シートは透明又は半透明であることを特徴とする包装シート付き吸収性物品。
【請求項２】
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　前記第１表示部は、該包装シート付き吸収性物品が前記折り幅で折り畳まれた状態で外
部に露出しない位置に配置される請求項１記載の包装シート付き吸収性物品。
【請求項３】
　前記第１表示部及び前記第２表示部が、前記包装シートの外面に設けられ、前記包装シ
ートの内面側から前記第１表示部及び前記第２表示部の存在を認識することができる請求
項１又は２記載の包装シート付き吸収性物品。
【請求項４】
　該包装シート付き吸収性物品は、前記包装シートにおける前記第２表示部が前記第１表
示部を覆うように３つ折りに折り畳まれて構成されている請求項１から３のいずれか１項
に記載の包装シート付き吸収性物品。
【請求項５】
　該包装シート付き吸収性物品は、前記包装シート及び前記吸収性物品が４つ折りに折り
畳まれて構成されており、該包装シート付き吸収性物品が折り畳まれた状態の前記包装シ
ートにおいて、前記第２表示部に覆われている領域に第３表示部を有する請求項１から３
のいずれか１項に記載の包装シート付き吸収性物品。
【請求項６】
　前記第１表示部及び前記第２表示部には、互いに関連性を有する表示が付されている請
求項１から５のいずれか１項に記載の包装シート付き吸収性物品。
【請求項７】
　前記第１表示部及び前記第３表示部には、互いに関連性を有する表示が付されている請
求項５又は６記載の包装シート付き吸収性物品。
【請求項８】
　前記止着テープには、止着テープ表示部が形成されており、前記第２表示部と前記止着
テープ表示部とにより一体的な図柄が形成される請求項１から７のいずれか１項に記載の
包装シート付き吸収性物品。
【請求項９】
　前記吸収性物品がさらに、その両側部から前記吸収性物品の前記長手方向に直交する幅
方向外方に延出する一対のウイング部を有し、前記ウイング部の前記裏面シート側にはそ
れぞれウイング粘着部が設けられ、前記一対のウイング部は前記表面シート側に折り返さ
れた状態で前記包装シート上に配置されて粘着部保護シートにより覆われ、前記粘着部保
護シートの前記長手方向の前記他端側の端部と、前記包装シートの前記一端側の端部とが
、前記吸収性物品が折り畳まれる際に接着剤により接着される、請求項１から８のいずれ
か１項に記載の包装シート付き吸収性物品。
【請求項１０】
　前記第１表示部に表示された前記生理に関する情報が、前記包装シートの前記長手方向
に直交する幅方向に平行に配された文字又は図柄からなる情報である、請求項１から９の
いずれか１項に記載の包装シート付き吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸収性物品を包装シートにより個別に包装した包装シート付き吸収性物品に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、吸収性物品としての生理用ナプキンは、包装シートにより覆われて個装された
個包装体として販売されている。このような生理用ナプキンの個包装体は、使用時に包装
シートをはがすことによって個包装された生理用ナプキンが取り出し可能となるように構
成されている。
　また、生理用ナプキンを個装する包装シートは、使用後の生理用ナプキンを廃棄する際
に、該使用後の生理用ナプキンを包むのに用いられることも多い。
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【０００３】
　例えば、特許文献１には、吸収性物品を包む長方形状の包装シートの一端側に止着テー
プを設け、この止着テープにより、吸収性物品の包装構造を封止すると共に、使用後の吸
収性物品を廃棄のために包んだ後には、包装シートにより包まれた使用後の吸収性物品を
封止することのできる吸収性物品の個包装体が提案されている。
【０００４】
【特許文献１】特開平９－２２０２５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、生理用ナプキンの交換は、通常、トイレ等の比較的狭い空間で行われる。ま
た、使用後の生理用ナプキンを包装シートで包む際には、使用後の生理用ナプキンを包装
シートからはみ出さないように配置した後、使用後の生理用ナプキンが配置された包装シ
ートを、その長手方向の一端側から所定幅で順次折り返すようにして包み込む必要がある
。従って、包装シートは、狭い空間においても使用後の吸収性物品を容易に包めるように
なされていることが好ましい。しかしながら、特許文献１記載の吸収性物品の個包装体に
おいては、包装シートには使用後の吸収性物品を容易に包むための工夫はなんらなされて
いない。
【０００６】
　従って、本発明は、使用後の吸収性物品を容易に包むことのできる包装シートを備えた
包装シート付き吸収性物品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、包装シートにおける所定箇所に表示部を設けることにより、上記目的を
達成できることを見出し、本発明を完成するに至った。より具体的には、本発明は、以下
のようなものを提供する。
【０００８】
　（１）液透過性の表面シート、液不透過性の裏面シート、及び前記表面シートと前記裏
面シートとの間に配された液保持性の吸収体を有する縦長状の吸収性物品と、該吸収性物
品における前記裏面シート側を覆うように配置された縦長状の包装シートとを備え、前記
裏面シートに長手方向に延びる本体粘着部が設けられて前記本体粘着部が前記包装シート
に粘着し、前記表面シートを内側にして該吸収性物品の長手方向に所定の折り幅で折り畳
み可能に構成された包装シート付き吸収性物品であって、前記包装シートにおける長手方
向の一端側には、所定幅を有する第１表示部が設けられ、前記第１表示部には生理に関す
る情報が表示され、前記一端と反対側の端部である他端には、該包装シートに止着可能で
あると共に該包装シート付き吸収性物品が折り畳まれた状態を維持させる止着テープが配
置され、前記他端から所定幅の領域に第２表示部が設けられ、該第１表示部の幅は、前記
折り幅よりも狭く構成され、前記第２表示部はその幅が前記第１表示部の幅よりも広く構
成されるとともに、生理用品とは認識されないような図柄が表示され前記第２表示部は透
明性を有しておらず、前記包装シートは透明又は半透明であることを特徴とする包装シー
ト付き吸収性物品。
【０００９】
　（２）　前記第１表示部は、該包装シート付き吸収性物品が前記折り幅で折り畳まれた
状態で外部に露出しない位置に配置される（１）記載の包装シート付き吸収性物品。
【００１０】
　（３）前記第１表示部及び前記第２表示部が、前記包装シートの外面に設けられ、前記
包装シートの内面側から前記第１表示部及び前記第２表示部の存在を認識することができ
る（１）又は（２）記載の包装シート付き吸収性物品。
【００１１】
（４）該包装シート付き吸収性物品は、前記包装シートにおける前記第２表示部が前記第
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１表示部を覆うように３つ折りに折り畳まれて構成されている（１）から（３）のいずれ
かに記載の包装シート付き吸収性物品。
【００１２】
　（５）該包装シート付き吸収性物品は、前記包装シート及び前記吸収性物品が４つ折り
に折り畳まれて構成されており、該包装シート付き吸収性物品が折り畳まれた状態の前記
包装シートにおいて、前記第２表示部に覆われている領域に第３表示部を有する（１）か
ら（３）のいずれかに記載の包装シート付き吸収性物品。
【００１３】
　（６）前記第１表示部及び前記第２表示部には、互いに関連性を有する表示が付されて
いる（１）から（５）のいずれかに記載の包装シート付き吸収性物品。
【００１４】
　（７）前記第１表示部及び前記第３表示部には、互いに関連性を有する表示が付されて
いる（５）又は（６）記載の包装シート付き吸収性物品。
【００１５】
　（８）前記止着テープには、止着テープ表示部が形成されており、前記第２表示部と前
記止着テープ表示部とにより一体的な図柄が形成される（１）から（７）のいずれかに記
載の包装シート付き吸収性物品。
【００１６】
　（９）前記吸収性物品がさらに、その両側部から前記吸収性物品の前記長手方向に直交
する幅方向外方に延出する一対のウイング部を有し、前記ウイング部の前記裏面シート側
にはそれぞれウイング粘着部が設けられ、前記一対のウイング部は前記表面シート側に折
り返された状態で前記包装シート上に配置されて粘着部保護シートにより覆われ、前記粘
着部保護シートの前記長手方向の前記他端側の端部と、前記包装シートの前記一端側の端
部とが、前記吸収性物品が折り畳まれる際に接着剤により接着される、（１）から（８）
のいずれかに記載の包装シート付き吸収性物品。
【００１７】
　（１０）前記第１表示部に表示された前記生理に関する情報が、前記包装シートの前記
長手方向に直交する幅方向に平行に配された文字又は図柄からなる情報である、（１）～
（９）のいずれかに記載の包装シート付き吸収性物品。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、包装シートにおける所定箇所に表示部を設けることで、使用後の吸収
性物品を容易に包むことのできる包装シートを備えた包装シート付き吸収性物品を提供す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の包装シート付き吸収性物品を、その好ましい一実施形態である第１実施
形態に基づいて図面を参照しながら説明する。
　第１実施形態は、本発明の包装シート付き吸収性物品を、生理用ナプキンが包装シート
により包装された生理用ナプキンの個包装体に適用したものである。
【００２２】
　第１実施形態の生理用ナプキンの個包装体１は、図１～図３に示すように、縦長状の生
理用ナプキン２と、生理用ナプキン２における裏面シート側を覆うように配置された縦長
状の包装シート３とを備える。
【００２３】
　生理用ナプキン２は、図１に示すように、縦長形状を有しており、着用時に着用者の排
泄部に対向する部位である排泄部対向部Ａと、着用時に排泄部対向部Ａよりも着用者の腹
側に配される前方部Ｂと、着用時に排泄部対向部Ａよりも背側に配される後方部Ｃとを有
している。
　生理用ナプキン２は、その肌当接面側に液透過性の表面シート２１が配置され、非肌当
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接面側に液不透過性の裏面シート（図示せず）が配置されている。表面シート２１と裏面
シートとの間には、液保持性の吸収体（図示せず）が配置されている。生理用ナプキン２
は、縦長状の本体部２２と、本体部２２の両側部から幅方向外方に延出する一対のウイン
グ部２３，２３とを有している。
【００２４】
　本体部２２の非肌当接面側には、長手方向に延びるように本体粘着部（図示せず）が設
けられ、一対のウイング部２３，２３の非肌当接面側（裏面シート側）には、それぞれウ
イング粘着部２４，２４が設けられている。
　生理用ナプキン２は、一対のウイング部２３，２３が表面シート２１側に折り返された
状態で本体粘着部と包装シート３とが粘着するように包装シート３上に配置される。折り
返された一対のウイング部２３，２３におけるウイング粘着部２４，２４は、粘着部保護
シート２５により覆われる。
　粘着部保護シート２５における前方側の端部は、生理用ナプキンの個包装体１が折り畳
まれる際に、包装シート３の後端部３２と接着剤により接着される（図示せず）。
【００２５】
　包装シート３は、図１に示すように、略長方形状であり、長手方向における一方側の端
部である前端部３１に止着テープ４が配置されている。包装シート３は、その長さが生理
用ナプキン２の長さよりも長く、その幅は、生理用ナプキン２の本体部２２の幅よりも広
く構成されている。即ち、包装シート３は、生理用ナプキン２の本体部２２よりも一回り
大きく形成されている。包装シート３は、透明又は半透明の不織布やプラスチックフィル
ムで形成されており、その一方側の面である内面に剥離処理が施されている。生理用ナプ
キン２は、包装シート３の内面に本体粘着部が剥離自在に粘着するように配置される。
【００２６】
　包装シート３の外面には、図２及び図４に示すように、前端部３１と反対側の端部であ
る後端部３２から所定幅の領域に第１表示部３３が設けられている。第１表示部３３の幅
Ｌ３は、図４に示すように、後述する第１折り幅Ｌ１よりも狭く形成されている。
　また、包装シート３の外面における前端部３１から所定幅の領域には、図３及び図４に
示すように、第２表示部３４が設けられている。第２表示部３４の幅Ｌ４は、第１表示部
の幅Ｌ３よりも広く形成されている。また、第２表示部３４の幅Ｌ４は、後述する第２折
り幅Ｌ２と略同じ幅に形成されている。
【００２７】
　第１表示部３３には、図２及び図４に示すように、生理に関する情報（文字や図柄）が
表示されている。また、第２表示部３４には、図３及び図４に示すように、一見して生理
用品とは認識されないような図柄が表示されている。第１実施形態においては、第２表示
部３４には、濃色の背景を夜空に模し、その夜空に浮かぶ月や星を表す図柄が表示されて
いる。
【００２８】
　ここで、第１表示部３３及び第２表示部３４は、包装シート３の外面に設けられている
が、包装シート３は透明又は半透明に構成されているため、包装シート３の内面側からで
も第１表示部３３及び第２表示部３４の存在を認識することができる。また、第２表示部
３４は濃色に着色されているため、包装シート３は、第２表示部３４においては、透明性
を有していない。
【００２９】
　生理用ナプキン２は、図１に示すように、包装シート３の内面側に、その前方部Ｂが包
装シート３の前端部３１側に位置し、後方部Ｃが包装シート３の前端部３１と反対側の端
部である後端部３２側に位置するように配置される。
【００３０】
　生理用ナプキンの個包装体１は、生理用ナプキン２及び生理用ナプキン２が配置された
包装シート３の長手方向における一端が内側に配置され、他端が外側に配置されるように
表面シート２１側に所定の折り幅で折り畳み可能に構成されている。そして、生理用ナプ
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キンの個包装体１は、止着テープ４により折り畳まれた形状が維持され、固定されている
。
【００３１】
　第１実施形態においては、生理用ナプキン２及び包装シート３は、生理用ナプキン２の
前方部Ｂが包装シート３の前端部３１側に配置され、後方部Ｃが包装シート３の後端部３
２側に配置された状態で、後方部Ｃ及び後端部３２側から所定の折り幅である第１折り幅
Ｌ１で表面シート２１側に折り返された後に、前方部Ｂ及び前端部３１側から所定の折り
幅である第２折り幅Ｌ２で表面シート２１側へ折り返されることで３つ折りに折り畳まれ
る。そして、前端部３１に設けられた止着テープ４により３つ折りに折り畳まれた状態が
固定される。また、３つ折りに折り畳まれた状態における包装シート３の両側縁は、ヒー
トシールにより封止されている。
　第１折り幅Ｌ１は、包装シート３の長手方向の長さＬの３０～４０％となっている。ま
た、第２折り幅Ｌ２は、第１折り幅Ｌ１よりも小さく構成されており、包装シート３の長
手方向の長さＬの２０～３０％未満となっている。
【００３２】
　このように折り畳まれた第１実施形態の生理用ナプキンの個包装体１は、包装シート３
の後端部３２が内側に配置され、前端部３１が外側に配置されるように折り畳まれている
。そして、折り畳まれた生理用ナプキンの個包装体１においては、図３に示すように、そ
の外面に第２表示部３４が配置されており、第２表示部３４及び生理用ナプキン２の前方
部Ｂが第１表示部３３を覆っている。即ち、第１表示部３３は、生理用ナプキンの個包装
体１が折り畳まれた状態では、外部に露出しない位置に配置されている。
　生理用ナプキンの個包装体１が折り畳まれた状態においては、その外面に一見して生理
用品とは認識されないような図柄の第２表示部３４が配置されているため、生理用ナプキ
ンの個包装体１は、外観からその内容物が生理用ナプキン２であることを認識させにくく
なっている。
【００３３】
　第１実施形態の生理用ナプキンの個包装体１を使用する時には、先ず、止着テープ４を
はがして包装シート３の前端部３１側及び生理用ナプキン２の前方部Ｂ側を外側に向けて
開封する（図２参照）。この状態においては、折り畳まれている状態で第２表示部３４に
覆われていた第１表示部３３が外面に露出する。ここで、第１表示部３３には、生理に関
する情報が表示されているため、生理用ナプキン２の着用者に生理に関する様々な知識を
学習、習得させることができる。このような、第１表示部３３への生理に関する情報の表
示は、特に、生理に関する正しい情報及び知識を必要とする初潮を迎えた１０代の着用者
向けの生理用ナプキンの個包装体１に好適に用いることができる。
　また、第１表示部３３は、使用前の折り畳まれた状態においては、第２表示部３４に覆
われて外部に露出していないため、使用前の折り畳まれた状態において生理に関する情報
の表示が視認されることはない。
【００３４】
　第１実施形態の生理用ナプキンの個包装体１は、包装シート３の前端部３１側及び生理
用ナプキン２の前方部Ｂ側を外側に向けて開封した状態で、包装シート３の前端部３１と
生理用ナプキン２の前方部Ｂをそれぞれつまみ、両者を引きはがすようにして包装シート
３と生理用ナプキン２とを分離させる。ここで、粘着部保護シート２５は、包装シート３
の後端部３２に接着されているため、包装シート３と生理用ナプキン２とを分離させる際
に、包装シート３と共に生理用ナプキン２から分離される。そして、着用者は、包装シー
ト３から分離された生理用ナプキン２を用いることができる。
【００３５】
　一方、生理用ナプキン２を包装していた包装シート３は、使用後の生理用ナプキン２を
包むために用いることができる。使用後の生理用ナプキン２には、経血等の排泄物が付着
しているため、包装シート３に包むことによって、使用後の生理用ナプキン２を衛生的に
廃棄することができる。
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　具体的には、包装シート３を使用後の生理用ナプキン２における裏面シートの外面側に
配置し（図５参照）、包装シート３を長手方向に折り畳むことにより包装シート３で使用
後の生理用ナプキン２を包み込むことができる（図６参照）。
【００３６】
　使用後の生理用ナプキン２を廃棄する際には、図５に示すように、包装シート３におけ
る止着テープ４が設けられていない側である後端部３２側に使用後の生理用ナプキン２を
配置することが好ましい。包装シート３の後端部３２側に使用後の生理用ナプキン２を配
置することにより、包装シート３によって包み込んだ使用後の生理用ナプキン２を、前端
部３１に設けられた止着テープ４によって容易に封止することができる。
【００３７】
　第１実施形態の生理用ナプキンの個包装体１における包装シート３は、後端部３２から
所定幅の領域に第１表示部３３が設けられているため、第１表示部３３を使用後の生理用
ナプキン２を配置するための標識として用いることができる。また、包装シート３は、透
明又は半透明に構成されているため、包装シート３の内面側からでも第１表示部３３を視
認しやすい（図５参照）。
【００３８】
　また、第１表示部３３は、使用後の生理用ナプキン２が配置された包装シート３を長手
方向に廃棄のために折り畳む場合における廃棄折り畳み幅を示唆する折り畳み指示部とし
て機能させることができる。即ち、図５に示すように、包装シート３の内面側に、第１表
示部３３に合わせて使用後の生理用ナプキン２を配置した後に、包装シート３を第１表示
部３３の幅Ｌ３に合わせて折り畳むことで、使用後の生理用ナプキン２を包装シート３で
容易に包み込むことができ、使用後の生理用ナプキン２を衛生的に廃棄することができる
。
【００３９】
　また、使用後の生理用ナプキン２を包装シート３の内面側における第１表示部３３に合
わせて配置した後、包装シート３を、第１表示部３３を基準にして長手方向に順次折り畳
んで包み込んだ場合には、折り畳まれた使用後の生理用ナプキン２の外面は、包装シート
３の前端部３１側に設けられた第２表示部３４に覆われる（図６参照）。第２表示部３４
は濃色で着色されており、透明性を有していないため、第２表示部３４に覆われた使用後
の生理用ナプキン２は外部から視認されず、使用後の生理用ナプキン２を廃棄する際にお
ける衛生感が向上する。
　また、第２表示部３４は、第１表示部３３よりも幅が広く形成されているため、使用後
の生理用ナプキン２を、第１表示部３３を基準にして折り畳んだ場合には、第２表示部は
、廃棄のために折り畳まれた使用後の生理用ナプキン２における外面の略全面を覆うこと
ができる。
【００４０】
　第１実施形態の生理用ナプキンの個包装体１を構成する生理用ナプキン２としては、通
常の生理用ナプキン２を特に制限なく用いることができる。生理用ナプキン２を構成する
表面シート２１、裏面シート、吸収体等の材料も、この種の吸収性物品に通常用いられる
各種材料を特に制限なく用いることができる。
【００４１】
　次に、本発明の包装シート付き吸収性物品の第２実施形態について図７～図１０を参照
しながら説明する。第２実施形態については、上述した第１実施形態と異なる点を主に説
明し、同様の点は同一の符号を付して説明を省略する。特に説明しない点は、第１実施形
態についての説明が適宜適用される。
【００４２】
　第２実施形態の生理用ナプキンの個包装体１は、図７～図１０に示すように、生理用ナ
プキン２及び包装シート３が長手方向に４つ折りに折り畳まれて構成されている。
　第２実施形態における生理用ナプキン２は、図７に示すように、第１実施形態における
生理用ナプキン２よりも長く構成されており、後方部Ｃに一対の後部フラップ２６，２６
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が設けられている。一対の後部フラップ２６，２６における非肌当接面側（裏面シート側
）には、それぞれ後部フラップ粘着部２７，２７が設けられている。
【００４３】
　生理用ナプキン２は、図７に示すように、一対のウイング部２３，２３及び一対の後部
フラップ２６，２６が表面シート２１側に折り返された状態で本体粘着部と包装シート３
とが粘着するように包装シート３上に配置される。折り返された一対のウイング部２３，
２３におけるウイング粘着部２４，２４、及び一対の後部フラップ２６，２６における後
部フラップ粘着部２７，２７は、粘着部保護シート２５により覆われる。
　粘着部保護シート２５は、生理用ナプキンの個包装体１が折り畳まれる際に、その長手
方向の中央部分において、包装シート３の後端部３２と接着剤により接着される（図示せ
ず）。
【００４４】
　第２実施形態の生理用ナプキンの個包装体１においては、包装シート３及び包装シート
３の内面に配置された生理用ナプキン２は、先ず、図８に示すように、生理用ナプキン２
の後方部Ｃ及び包装シート３の後端部３２側から第１折り幅Ｌ１で生理用ナプキン２の表
面シート２１側に折り返される。次いで、包装シート３及び生理用ナプキン２は、図９に
示すように、生理用ナプキン２の後方部Ｃ及び包装シート３の後端部３２側からもう一度
第１折り幅Ｌ１と略同じ幅で生理用ナプキン２の表面シート２１側へ折り返される。そし
て、最後に、包装シート３及び生理用ナプキン２は、図１０に示すように、生理用ナプキ
ン２の前方部Ｂ及び包装シート３の前端部３１側から第２折り幅Ｌ２で折り返されて４つ
折りに折り畳まれる。
【００４５】
　このように折り畳まれた第２実施形態の生理用ナプキンの個包装体１は、折り畳まれた
状態の包装シート３における第２表示部３４に覆われている領域に第３表示部３５が設け
られている。第３表示部３５の幅Ｌ５は、第１表示部３３の幅Ｌ３と略等しく構成されて
おり、第２表示部３４の幅Ｌ４及び第１折り幅Ｌ１よりも狭く構成されている。第２実施
形態においては、第３表示部３５には、図９に示すように、生理に関する情報が表示され
ている。
【００４６】
　第２実施形態の生理用ナプキンの個包装体１を使用する時には、先ず、止着テープ４を
はがして包装シート３の前端部３１側及び生理用ナプキン２の前方部Ｂ側を外側に向けて
開封する（図９参照）。この状態においては、折り畳まれている状態で第２表示部３４に
覆われていた第３表示部３５が外面に露出する。ここで、第３表示部３５には、生理に関
する情報が表示されているため、生理用ナプキン２の着用者に生理に関する様々な知識を
学習、習得させることができる。
　また、第３表示部３５は、使用前の折り畳まれた状態においては、第２表示部３４に覆
われて外部に露出していないため、使用前の折り畳まれた状態において生理に関する情報
の表示が視認されることはない。
【００４７】
　第２実施形態の生理用ナプキンの個包装体１は、包装シート３の前端部３１側及び生理
用ナプキン２の前方部Ｂ側を外側に向けて開封した後、次いで、第３表示部３５が設けら
れている領域において包装シート３及び生理用ナプキン２を包装シート３の後端部３２側
に向けて更に開封する（図８参照）。この状態においては、第１表示部３３が外面に露出
する。第２実施形態においては、第１表示部３３にも生理に関する情報が表示されている
。
【００４８】
　従って、第２実施形態の生理用ナプキンの個包装体１を開封する際には、生理用ナプキ
ン２の着用者は、先ず、第３表示部３５に表示された情報を見た後に、第１表示部３３に
表示された情報を見ることとなる。ここで、第３表示部３５及び第１表示部３３に、互い
に関連性を有する情報等を表示することにより、生理用ナプキン２の着用者は、個包装体
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１を開封しながら生理に関する様々な知識を学習、習得できると共に、生理用ナプキンの
個包装体１を開封する楽しみも得ることができる。
【００４９】
　第２実施形態の生理用ナプキンの個包装体１においては、第１表示部３３が外面に露出
した状態において、包装シート３の前端部３１と生理用ナプキン２の前方部Ｂをそれぞれ
つまみ、両者を引きはがすようにして包装シート３と生理用ナプキン２とを分離させる。
ここで、粘着部保護シート２５は、包装シート３の後端部３２に接着されているため、包
装シート３と生理用ナプキン２とを分離させる際に、包装シート３と共に生理用ナプキン
２から分離される。そして、着用者は、包装シート３から分離された生理用ナプキン２を
用いることができる。
【００５０】
　第２実施形態の生理用ナプキンの個包装体１によれば、第１実施形態と同様の効果を奏
する他、第３表示部３５を有することにより、より多くの生理に関する情報等を表示する
ことができる。
【００５１】
　本発明は、上述した実施形態に制限されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範
囲において、種々の変更が可能である。
【００５２】
　例えば、第１実施形態においては、第１表示部３３には生理に関する情報が表示されて
いたが、第１表示部３３の表示はこれに限られない。
　第１表示部３３及び第２表示部３４には、互いに関連性を有する表示が付されていても
よい。互いに関連性を有する表示としては、例えば、図１１及び図１２に示すように、第
２表示部３４にクリスマスツリーの図柄を表示し、第１表示部３３には、クリスマスに関
連する文字や図柄を表示することができる。
【００５３】
　第１表示部３３及び第２表示部３４に、互いに関連性を有する表示を付すことにより、
生理用ナプキンの個包装体１を使用する場合に、生理用ナプキン２の着用者に個包装体１
を開封する楽しみを与えることができる。
　また、図１１に示すように、止着テープ４には、止着テープ表示部４１が形成されてお
り、第２表示部３４と止着テープ表示部４１とにより一体的な図柄が形成されていてもよ
い。
【００５４】
　また、第１実施形態及び第２実施形態においては、包装シート３は、透明又は半透明の
不織布やプラスチックフィルムで形成されており、その一方側の面である内面に剥離処理
が施されていたが、包装シート３は、透明又は半透明の不織布やプラスチックフィルムの
一方側の面である内面に、剥離紙等の別部材からなるシート材が配されて構成されていて
もよい。この場合には、剥離紙等の別部材からなるシート材の内面に剥離処理が施される
。
　また、この場合、第１表示部３３、第２表示部３４及び第３表示部３５は、シート材の
外面に設けてもよい。シート材の外面側に配される不織布やプラスチックフィルムは透明
又は半透明であるため、第１表示部３３、第２表示部３４及び第３表示部３５をシート材
の外面に設けた場合であっても、生理用ナプキンの着用者等は、第１表示部３３、第２表
示部３４及び第３表示部３５を視認することが可能である。
【００５５】
　本発明の包装シート付き吸収性物品における吸収性物品は、生理用ナプキンの他、失禁
パッド、パンティライナー、使い捨ておむつ等であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の包装シート付き吸収性物品（生理用ナプキンの個包装体）の第１実施形
態において、その開封した状態を生理用ナプキンの表面シート側から見た図である。
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【図２】図１に示す生理用ナプキンの個包装体を、包装体の後端部側から第１折り幅で折
り返した状態を示す図である。
【図３】図１に示す生理用ナプキンの個包装体を３つ折りに折り畳んだ状態を示す図であ
る。
【図４】図１に示す生理用ナプキンの個包装体を包装シートの外面側から見た図である。
【図５】使用後の生理用ナプキンを包装シートに包み込む際に、包装シートにおける第１
表示部の設けられた部分に使用後の生理用ナプキンが配置された状態を示す図である。
【図６】使用後の生理用ナプキンが包装シートに包み込まれた状態を示す斜視図である。
【図７】本発明の包装シート付き吸収性物品（生理用ナプキンの個包装体）の第２実施形
態において、その開封した状態を生理用ナプキンの表面シート側から見た図である。
【図８】図７に示す生理用ナプキンの個包装体を、包装体の後端部側から第１折り幅で折
り返した状態を示す図である。
【図９】図８に示す生理用ナプキンの個包装体を、包装体の後端部側から更に第１折り幅
で折り返した状態を示す図である。
【図１０】図７に示す生理用ナプキンの個包装体を４つ折りに折り畳んだ状態を示す図で
ある。
【図１１】本発明の包装シート付き吸収性物品の包装シートにおける第２表示部の他の実
施形態を示す図である。
【図１２】本発明の包装シート付き吸収性物品の包装シートにおける第１表示部の他の実
施形態を示す図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１　生理用ナプキンの個包装体（包装シート付き吸収性物品）
　２　生理用ナプキン（吸収性物品）
　　２１　表面シート
　　２２　本体部
　　２３　ウイング部
　　２４　ウイング粘着部
　　２５　粘着部保護シート
　　２６　後部フラップ
　　２７　後部フラップ粘着部
　３　包装シート
　　３１　前端部
　　３２　後端部
　　３３　第１表示部
　　３４　第２表示部
　　３５　第３表示部
　４　止着テープ
　　４１　止着テープ表示部
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